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主 な 記 事
◎
農
業
会
議
構
成
員
紹
介

２
～
５
面

◎
基
本
法
見
直
し
な
ど
報
告

法
令
業
務
、地
域
計
画
素
案

策
定
に
課
題

農
委
会
長
・
事
務
局
長
会
議
６
面

◎
大
阪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う

新
愛
称「
虹
の
雫
」に
決
定８面

テ
レ
ビ
の
ク
イ

ズ
番
組
が
「
都
会

の
人
は
な
ぜ
冷
た

い
の
か
」、
理
由

は
「
過
剰
な
情
報

を
処
理
で
き
ず
身

を
守
る
た
め
の
無

関
心
」
と
放
映
し

て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
で
地
方
と
の
差
は
縮
小
し

て
い
る
が
、
情
報
の
氾
濫
は
都

会
の
方
が
圧
倒
的
だ
◆
と
こ
ろ

で
、
基
本
法
見
直
し
の
中
間
取

り
ま
と
め
を
読
む
と
、
情
勢
分

析
は
微
に
入
り
細
に
入
り
実
に

丁
寧
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
農
業
が
目
指
す
べ
き
方
向

で
は
、
情
報
が
多
過
ぎ
る
の
か
、

多
岐
に
わ
た
る
の
か
、
し
っ
く

り
こ
な
い
◆
食
料
安
全
保
障
を

ど
う
具
体
化
す
る
の
か
。
○
○

戦
略
、
輸
出
強
化
、
重
要
業
績

指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
云
々
よ
り
、

農
産
物
の
市
場
開
放
を
許
し
て

き
た
日
本
の
経
済
政
策
を
改
め
、

先
進
欧
米
各
国
が
半
世
紀
以
上

も
前
か
ら
進
め
て
き
た
「
食
料

自
給
率
向
上
」
に
舵
を
き
る
の

か
◆
「
無
関
心
」
を
身
に
つ
け

て
い
る
都
会
の
人
た
ち
に
「
食

料
・
農
業
・
農
村
」
の
重
要
性

が
届
く
こ
と
を
祈
る
。（
鈴
木
）

農
業
会
議
は
８
月
18
日
、
大
阪
市

内
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ

ン
タ
ー
で
第
１
５
６
回
臨
時
総
会
を

開
催
し
た
。

各
市
町
村
農
業
委
員
会
の
改
選
に

伴
う
理
事
補
充
選
任
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
承
認
。

新
た
な
理
事
に
は
、
高
槻
市
農
委
会

長
の
森
本
茂
氏
、
豊
中
市
農
委
会
長

の
辻
博
美
氏
、
交
野
市
農
委
会
長
の

友
田
正
直
氏
、
堺
市
農
委
会
長
の
北

大
阪
府
農
業
委
員
会
組
織
は
８
月

21
日
開
催
の
農
委
会
長
・
事
務
局
長

会
議
で
「
農
業
者
年
金
加
入
推
進
特

別
対
策
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
を

決
議
し
た
。
農
林
水
産
大
臣
の
指
示

を
受
け
て
（
独
）
農
業
者
年
金
基
金

が
取
り
組
む
「
若
い
農
業
者
及
び
女

性
農
業
者
等
へ
の
周
知
徹
底
、
加
入

大
阪
府
「
農
の
匠
」
の
会
設
立

30
周
年
記
念
式
典
が
８
月
１
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
か
れ
た
。

会
員
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
約
70
人
が
集
い
、
こ
れ
ま
で

の
道
の
り
を
振
り
返
っ
た
。
農
業

会
議
か
ら
は
中
谷
会
長
が
出
席
し

た
。大

阪
府
農
業
会
議
と
大
阪
府
農

業
経
営
者
会
議
は
か
ね
て
よ
り
指

導
農
業
士
制
度
の
創
設
を
要
請
し

て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成
５

年
に
大
阪
府
は
、
優
れ
た
農
業
経

営
を
行
い
、
地
域
農
業
の
模
範
と

な
る
指
導
的
農
業
者
を
「
農
の

匠
」
と
し
て
認
定
す
る
大
阪
版
指

導
農
業
士
制
度
を
創
設
し
た
。

式
典
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

「
農
の
匠
」
の
会
の
西
野
孝
仁
会

長
は
「
大
阪
農
業
の
発
展
に
向
け
、

引
き
続
き
模
範
と
な
り
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

（
北
川
）

者
累
計
15
万
人
早
期
達
成
強
化
運

動
」
に
呼
応
す
る
も
の
。

７
月
の
改
選
で
就
任
し
た
農
業
委

員
会
委
員
は
、
今
後
３
年
間
の
任
期

の
中
で
、
長
期
の
運
用
期
間
が
見
込

め
る
地
域
の
若
手
農
業
者
と
の
農
業

の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
女
性
農
業

者
を
重
点
対
象
と
し
、
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ

大
阪
中
央
会
と
連
携
し
て
農
業
者
年

金
制
度
の
周
知
活
動
に
取
り
組
む
。

新
規
加
入
目
標
は
３
年
間
で
50
人
。

農
業
者
年
金
制
度
は
都
市
部
で
も
活

用
で
き
る
担
い
手
経
営
支
援
策
で
あ

り
、
農
委
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
加

入
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
田
村
）

尻

孝
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
な
お
、

理
事
の
任
期
は
令
和
６
年
６
月
開
催

予
定
の
通
常
総
会
終
結
時
ま
で
。

常
設
審
議
委
員
会
終
了
後
の
開
催

の
た
め
、
当
初
、
議
決
権
行
使
書
の

提
出
を
要
請
す
る
方
法
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
た
が
、
28
人
の
本
人
出

席
を
含
め
、
会
員
99
人
全
員
（
書
面

表
決
者
71
人
を
含
む
）
の
出
席
と

な
っ
た
。

（
中
島
）

新
理
事
に
４
人
を
補
充
選
任

加
入
推
進
特
別
対
策
を
決
議

第
１
５
６
回
臨
時
総
会

全
委
員
で
制
度
周
知
の
徹
底

「
農
の
匠
」
の
会
記
念
式
典

30
年
の
道
の
り
を
振
り
返
る

農
業
者
年
金
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中谷　清
富田林市農委会長・

学職経験
（常設審議委員）

森本　茂
高槻市農委会長
（常設審議委員）
【新任】

谷口　敏信
岸和田市農委会長

府信連経営管理委員会副会長
（常設審議委員）

勝間　冨士男
泉佐野市農委会長
（常設審議委員）

鈴木　成
学識経験

（常設審議委員）

上西　武司
豊能町農委会長
（常設審議委員）

小濵　邦臣
茨木市農委会長
（常設審議委員）

東口　正一
高石市農委会長
（常設審議委員）

齊藤　曉
八尾市農委会長

前川　幸一郎
忠岡町農委会長

辻　博美
豊中市農委会長
【新任】

友田　正直
交野市農委会長
【新任】

北島　政夫
泉大津市農委会長

渡邉　勝彦
摂津市農委会長
【新任】

北尻　 孝
堺市農委会長
（常設審議委員）
【新任】

青木　孝仁
学識経験

（常設審議委員）

乾　義夫
能勢町農委会長
（常設審議委員）
【新任】

長内　繁樹
豊中市長

市長会生活環境部長
【新任】

中西　史三
池田市農委会長
【新任】

南本　斎
千早赤阪村長
町村長会理事
【新任】

好本　勲
島本町農委会長
【新任】

稲垣　惠一
箕面市農委会長

葊川　清温
府中央会副会長
（常設審議委員）

吉田　俊之
吹田市農委会長

友田　博文
和泉市農委会長

こ
の
度
の
農
業
委
員
会
の
新
体
制
へ
の
移
行
や
農
業
団
体
等
の
役
員
改

選
に
伴
い
、
新
た
な
会
員
が
就
任
。
農
業
会
議
を
構
成
す
る
役
員
、
理
事
、

会
員
は
次
の
と
お
り
（
氏
名
の
次
は
会
員
の
選
出
団
体
等
）。

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
農
業
会
議

構
成
員
紹
介
（
９
月
１
日
時
点
、
敬
称
略
）

［
代
表
理
事

会
長
］

［
理
事
］

［
副
会
長
理
事
］

［
専
務
理
事
］

［
監
事
］

［
定
款
第
６
条
第
４
項
第
１
号
の
会
員
］

（
農
業
委
員
会
会
長
）

※
７
月
の
統
一
改
選
で
選
出
さ
れ
た
者
を

【
新
任
】
と
表
記
す
る
。
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相良　修一郎
阪南市農委会長
（常設審議委員）

奥野　晋也
羽曳野市農委会長

【新任】

上山　芳次
枚方市農委会長

友田　恵美
学識経験

（常設審議委員）

霜野　要規
学識経験

（常設審議委員）

七里　英二
熊取町農委会長
【新任】

金谷　和美
太子町農委会長
（常設審議委員）

藤井　勝美
藤井寺市農委会長

【新任】

南　昌男
寝屋川市農委会長
（常設審議委員）
【新任】

〆野　仁美
田尻町農委会長

奥野　淳一
河南町農委会長
（常設審議委員）
【新任】

上田　幸男
大阪狭山市農委会長
（常設審議委員）

橋本　順昭
大東市農委会長

島　本　町
町長　山田　紘平

茨　木　市
市長　福岡　洋一

高　槻　市
市長　濱田　剛史

吹　田　市
市長　後藤　圭二

下出　忠
岬町農委会長
（常設審議委員）

仲野　清秀
千早赤阪村農委会長

川口　智司
柏原市農委会長
【新任】

寺内　隆史
門真市農委会長

古家　克之
貝塚市農委会長
【新任】

垣内　俊夫
河内長野市農委会長

大西　博
東大阪市農委会長
（常設審議委員）

中西　久雄
四條畷市農委会長

東　和宏
泉南市農委会長
【新任】

布内　四郎
松原市農委会長

西口　誠一
守口市農委会長
（常設審議委員）

［
定
款
第
６
条
第
４
項
第
２
号
の
会
員
］

（
学
識
経
験
）

［
定
款
第
６
条
第
５
項
第
１
号
の
会
員
］

（
法
人
及
び
団
体
会
員
）
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能　勢　町
町長　上森　一成

高　石　市
市長　畑中　政昭

泉 佐 野 市
市長　千代松　大耕

河内長野市
市長　島田　智明

柏　原　市
市長　冨宅　正浩

摂　津　市
市長　森山　一正

泉 大 津 市
市長　南出　賢一

岸 和 田 市
市長　永野　耕平

河　南　町
町長　森田　昌吾

大阪狭山市
市長　古川　照人

忠　岡　町
町長　杉原　健士

岬　　　町
町長　田代　堯

太　子　町
町長　田中　祐二

藤 井 寺 市
市長　岡田　一樹

枚　方　市
市長　伏見　隆

箕　面　市
市長　上島　一彦

田　尻　町
町長　栗山　美政

阪　南　市
市長　水野　謙二

羽 曳 野 市
市長　山入端　創

守　口　市
市長　瀬野　憲一

池　田　市
市長　瀧澤　智子

熊　取　町
町長　藤原　敏司

泉　南　市
市長　山本　優真

松　原　市
市長　澤井　宏文

東 大 阪 市
市長　野田　義和

豊　能　町
町長　上浦　登

和　泉　市
市長　辻　宏康

貝　塚　市
市長　酒井　了

富 田 林 市
市長　𠮷村　善美

八　尾　市
市長　大松　桂右
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太
子
町
農
業
委
員
会
（
金
谷

和
美
会
長
）、
守
口
市
農
業
委

員
会
（
西
口
誠
一
会
長
）
で
は
、

今
回
の
改
選
で
そ
れ
ぞ
れ
４
人

の
女
性
委
員
が
就
任
。
登
用
率

は
そ
れ
ぞ
れ
23
・
５
％
、
28
・

５
％
と
な
り
府
内
で
は
、
寝
屋

川
市
（
29
・
４
％
）
に
次
ぐ
高

い
水
準
と
な
っ
た
。

太
子
町
で
は
、
金
谷
会
長
が

女
性
委
員
登
用
の
重
要
性
を
認

識
し
、
自
身
が
副
会
長
を
務
め

る
道
の
駅
「
近
つ
飛
鳥
の
里
太

子
」
に
出
荷
販
売
す
る
女
性
農

家
に
対
し
て
広
く
周
知
。
会
長

自
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に

よ
っ
て
新
女
性
委
員
３
人
の
就

任
に
至
っ
た
。

守
口
市
で
は
、
今
回
の
改
選

に
際
し
て
「
男
性
が
高
い
割
合

を
占
め
る
農
業
委
員
会
で
活
動

す
る
女
性
が
い
る
こ
と
が
認
知

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
」
と
い

う
こ
と
を
懸
念
し
た
女
性
委
員

た
ち
が
、
各
団
体
の
会
合
等
で

女
性
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
。
地
道
な
活
動
が

実
を
結
び
今
回
の
登
用
に
繋

が
っ
た
。

（
沼
田
）

第 ８５２ 号2023年（令和５年）9月1日

地
道
な
活
動
が
女
性
委
員
登
用
に

太
子
町
・
守
口
市
で
４
人
就
任

前列左から太子町農委の籾山友紀委員、中尾貞子
委員。後列左から植木喜久子委員、山元和美委員

左から守口市農委の中東郷美委員、辻本恵美子委
員、田中明美委員、三島雅子委員

中井　勝次
全共連府本部
運営委員会副会長
（常設審議委員）

南部　和人
府みどり公社理事長
（常設審議委員）

和田　直行
府信用基金協会
専務理事

石﨑　勇
府農済組合長理事
（常設審議委員）

青山　敬
府土地改良連
専務理事

小西　亨
府畜産会会長

内本　直哉
全農府本部

運営委員会副会長
（常設審議委員）

門　真　市
市長　宮本　一孝

寝 屋 川 市
市長　広瀬　慶輔

堺　　　市
市長　永藤　英機

大　阪　市
市長　横山　英幸

交　野　市
市長　山本　景

四 條 畷 市
市長　東　修平

大　東　市
市長　東坂　浩一

［
定
款
第
６
条
第
５
項
第
３
号
の
会
員
］

（
法
人
及
び
団
体
会
員
）

［
定
款
第
６
条
第
５
項
第
５
号
の
会
員
］

（
法
人
及
び
団
体
会
員
）

［
定
款
第
６
条
第
５
項
第
４
号
の
会
員
］

（
法
人
及
び
団
体
会
員
）
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大
阪
府
農
業
経
営
者
会
議
（
中
筋

秀
樹
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
証
・
見
直

し
に
関
す
る
意
見
を
農
林
水
産
省
に

提
出
し
た
。
会
員
に
予
め
意
見
を
募

集
し
、
役
員
会
で
協
議
し
て
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
意
見
は
次
の
と
お
り
。

（
意
見
）

都
市
及
び
そ
の
近
郊
で
営
ま
れ
る

農
業
生
産
の
現
場
は
、
消
費
者
の
農

業
へ
の
理
解
促
進
の
格
好
の
場
と
な

り
、
消
費
者
が
農
業
生
産
現
場
を
訪

れ
る
こ
と
で
生
産
者
の
思
い
や
生
産

の
実
情
を
理
解
で
き
る
機
会
と
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

進
め
る
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
今
後
と
も
都
市
及
び
都
市

近
郊
農
業
の
持
続
性
維
持
の
た
め
、

他
地
域
に
比
べ
て
高
い
人
件
費
や
非

効
率
な
ほ
場
条
件
を
補
完
・
改
善
す

る
よ
う
な
都
市
農
業
振
興
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

交
野
市
の
先
進
事
例
も
紹
介

地
域
計
画
素
案
策
定
に
向
け
た
取

組
状
況
に
関
し
て
は
、
交
野
市
星
田

北
地
区
で
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
報

告
。
地
元
農
業
委
員
か
ら
の
働
き
か

け
で
既
に
令
和
３
年
度
に
同
市
が
農

家
意
向
調
査
を
実
施
。
こ
の
調
査
結

果
と
現
況
地
図
を
も
と
に
こ
れ
ま
で

集
落
座
談
会
を
３
回
開
催
。
農
道
整

備
な
ど
の
話
し
合
い
で
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
年
内
の
地

域
計
画
素
案
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に
、
農
地
制
度
の
適
正
執
行

に
つ
い
て
報
告
。
近
年
の
常
設
審
議

委
員
会
に
お
い
て
課
題
の
あ
る
農
地

転
用
案
件
が
散
見
さ
れ
て
お
り
、
都

市
計
画
法
に
よ
る
地
区
計
画
区
域
内

の
農
地
転
用
に
つ
い
て
、
国
の
覚
書

に
反
し
開
発
許
可
区
域
を
越
え
て
転

用
許
可
を
行
っ
た
事
例
な
ど
を
報
告

し
た
。

ま
た
、
農
委
に
お
け
る
審
査
で
申

請
者
か
ら
の
聞
き
取
り
・
確
認
が
不

十
分
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
会
議
が
府
並
び
に
農
委
職
員
協

議
会
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
業

務
推
進
検
討
会
に
お
い
て
、
参
考
資

料
を
作
成
予
定
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

（
北
川
）

持
続
可
能
な
大
阪
農
業
を
創
る
運

動
」
の
推
進
状
況
、
農
地
制
度
の
適

正
執
行
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

基
本
法
見
直
し
で
は
、
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
審
議
会
基
本
法
検
証

部
会
が
今
年
５
月
に
示
し
た
「
中
間

取
り
ま
と
め
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

現
行
法
制
定
後
の
情
勢
変
化
や
、
今

後
の
変
化
を
見
据
え
た
基
本
理
念
や

主
要
施
策
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
緻

密
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
農

業
経
営
や
都
市
農
業
な
ど
に
関
す
る

観
点
が
十
分
で
な
い
と
指
摘
。
農
水

省
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
に
対
し
、
食
料
自
給
率
向

上
へ
の
対
応
や
、
農
業
経
営
者
の
所

得
保
障
、
消
費
者
の
農
業
理
解
醸
成

に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

運
動
推
進
で
は
、
主
な
活
動
の
各

農
委
で
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

今
年
４
月
の
農
委
法
改
正
で
策
定
が

義
務
規
定
と
な
っ
た
「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
に
関
す
る
指
針
」
は
42

全
て
の
農
委
で
策
定
済
と
な
っ
た
。

「
地
域
の
農
業
者
・
農
地
所
有
者

等
の
意
向
把
握
」
で
は
、「
調
査
単

体
で
郵
送
」
が
最
も
多
く
14
市
町
村
。

「
未
実
施
」
も
同
数
の
14
市
町
村
だ

が
、
そ
の
多
く
は
地
域
計
画
素
案
策

定
に
向
け
て
今
年
８
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

「
農
業
・
農
地
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
の
住
民
理
解
促
進
」
で
は
、

「
市
民
農
園
、
体
験
農
園
、
福
祉
農

園
等
の
推
進
」（
16
市
町
村
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
学
校
給
食
へ
の

地
元
農
産
物
の
導
入
促
進
」（
14
市

町
村
）、「
農
業
体
験
学
習
の
指
導
」

（
10
市
町
村
）
の
順
と
な
っ
た
。

農
業
会
議
は
８

月
21
日
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
大
阪
で
市

町
村
農
業
委
員
会

会
長
・
事
務
局
長

等
会
議
を
開
い
た
。

冒
頭
、
中
谷
会

長
は
あ
い
さ
つ
で

「
農
政
の
憲
法
と

も
言
う
べ
き
食

料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
検
証
・

見
直
し
が
進
め
ら

れ
、
関
連
し
て
農

地
法
制
の
在
り
方

も
検
討
中
。
農
委

組
織
で
は
市
町
村

の
『
地
域
計
画
』

策
定
に
伴
う
目
標

地
図
素
案
作
成
や

農
地
制
度
の
適
正

執
行
な
ど
が
課
題
」
と
し
た
。

会
議
で
は
、「
農
業
者
年
金
加
入

推
進
特
別
対
策
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
決
議
」
を
決
定
（
１
面
参
照
）
し

た
ほ
か
、
基
本
法
見
直
し
な
ど
の
農

業
情
勢
や
「
地
域
の
農
地
を
守
り
、
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基
本
法
見
直
し
に
意
見

大
阪
府
農
業
経
営
者
会
議

基本法見直しなど情勢報告
法令業務、地域計画素案に課題

農委会長・局長会議
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農
業
会
議
は
８
月
21
日
、
大
阪
市

内
・
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
で
第
47
回

理
事
会
を
開
き
、
令
和
５
年
度
農
業

委
員
会
大
会
の
開
催
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
農
業
会
議
職
員
服
務
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
し
た
ほ

障
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
内

で
は
食
料
自
給
率
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
、
米
を
中
心
と
し
た
生

産
力
の
増
進
や
米
の
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
、
小
麦
等
に
つ
い
て
は
日
本

の
風
土
に
合
う
よ
う
一
層
の
試
験
研

究
、
品
種
改
良
を
行
う
こ
と
、
農
業

経
営
者
の
所
得
向
上
を
実
施
す
る
こ

と
等
を
意
見
と
し
た
旨
を
報
告
し
た
。

（
中
島
）

員
会
会
長
）
14
件
（
１
万
８
０
７
３

平
方
㍍
）
を
許
可
や
む
を
得
な
い
と

認
め
、
回
答
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

件
数

面
積
（
平
方
㍍
）

農
業
会
議
は
８
月
18
日
、
第
89
回

常
設
審
議
委
員
会
を
大
阪
市
内
・
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ
ン
タ
ー

で
開
い
た
。

第
１
号
議
案
の
農
地
法
第
４
条
及

び
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
聴

取
に
回
答
す
る
件
（
豊
能
町
、
岸
和

田
市
、
泉
佐
野
市
、
堺
市
、
河
南
町
、

河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
東
大

阪
市
、
枚
方
市
、
四
條
畷
市
農
業
委

６
月
～
８
月
に
か
け
て
、
府
内
各

地
で
農
委
地
区
連
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
農
業
会
議
か
ら
は
、
農
業
情
勢

と
農
業
委
員
会
組
織
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

（
①
開
催
日
、
②
開
催
場
所
、
③
農

業
会
議
事
務
局
出
席
者
）。

〇
豊
能
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

辻
博
美
豊
中
市
農
委
会
長
）

①
６
月
27
日
、
②
池
田
市
役
所
、

③
鈴
木
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

〇
北
河
内
地
区
農
委
連
合
会
（
会

長
・
友
田
正
直
交
野
市
農
委
会

長
）

①
７
月
26
日
、
②
枚
方
市
役
所
、

③
鈴
木
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

〇
中
河
内
地
区
農
委
連
合
会
（
会

長
・
齊
藤
曉
八
尾
市
農
委
会
長
）

①
７
月
28
日
、
②
八
尾
商
工
会
議

所
会
館
、
③
北
川
次
長
兼
総
務
課

長
〇
泉
南
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

谷
口
敏
信
岸
和
田
市
農
委
会
長
）

①
８
月
１
日
、
②
岸
和
田
市
立
職

員
会
館
、
③
沼
田
主
事

〇
三
島
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

森
本
茂
高
槻
市
農
委
会
長
）

①
８
月
３
日
、
②
高
槻
市
安
満
遺

跡
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
、
③

北
川
次
長
兼
総
務
課
長

か
、
報
告
事
項
と
し
て
、
国
に
対
し

提
出
し
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
検
証
・
見
直
し
に
関
す
る
意
見

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

基
本
法
の
重
点
は
「
食
料
安
全
保
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三
島
地
区
職
協
総
会
開
催

農
地
法
関
連
課
題
等
を
情
報
共
有

地
区
連
総
会
、
各
地
で
開
催

富田林市・兵庫県洲本市農委
姉妹提携で研さん重ね44年

農
委
大
会
開
催
な
ど
を
審
議

第
47
回
理
事
会

第
89
回
常
設
審
議
委
員
会

第
４
条

３　
　
　
　

１
６
６
３

第
５
条

11　
　

１
万
６
４
１
０

合

計

14　
　

１
万
８
０
７
３

（
農
地
区
分
別
件
数
は
、
３
種
農
地

13
件
、
２
種
農
地
１
件
）

富
田
林
市
農
業
委
員

会
（
中
谷
清
会
長
）
は

７
月
28
日
、
姉
妹
提
携

を
結
ん
で
い
る
兵
庫
県

洲
本
市
農
業
委
員
会

（
齋
藤
文
拓
会
長
）
と

大
阪
市
内
・
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
大
阪
で
令
和
５
年
度
洲
本
市
・

富
田
林
市
姉
妹
農
業
委
員
会
役
員
会

を
開
い
た
。

こ
の
姉
妹
提
携
は
昭
和
54
年
４
月

に
両
市
の
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
締
結
。
全
国
で
初
め

て
の
姉
妹
提
携
農
委
の
誕
生
で
あ
っ

た
。
以
降
、
今
日
に
至

る
ま
で
定
期
的
な
情
報

交
換
や
相
互
訪
問
な
ど

の
交
流
を
重
ね
て
き
た
。

中
谷
会
長
は
、「
地

域
計
画
な
ど
共
通
す
る

課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
が
互
い

の
参
考
に
な
る
と
考
え

て
い
る
」、
齋
藤
会
長

は
、「
両
市
の
農
業
が

異
な
る
か
ら
こ
そ
新
た

な
学
び
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
意
気
込
み
を
語
る
。

（
沼
田
）

三
島
地
区
農
業
委
員
会
職
員
協
議

会
総
会
が
７
月
25
日
、
高
槻
市
役
所

で
開
か
れ
、
同
地
区
の
農
委
職
員
な

ど
計
21
人
が
出
席
し
た
。

総
会
後
、
増
山
総
務
課
主
幹
か
ら
、

農
地
法
等
業
務
推
進
検
討
会
で
議

論
・
情
報
交
換
し
た
内
容
に
つ
い
て

伝
達
。
既
報
（
詳
細
は
第
８
５
０

号
）
の
地
区
計
画
区
域
内
で
も
開
発

許
可
と
同
時
許
可
（
同
日
、
同
目
的
、

同
面
積
）
が
必
須
で
あ
る
こ
と
や
、

土
地
造
成
の
み
を
目
的
と
す
る
農
地

転
用
は
許
可
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
非
農
地
証
明
の
取
り
扱

い
や
、
下
限
面
積
要
件
廃
止
に
伴
う

新
規
就
農
等
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、

各
市
町
の
実
情
を
踏
ま
え
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

（
増
山
）

中谷会長（右）と齋藤会長。両農委は活発な意見交換を行った
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学
生
協
」
が
12
生
協
、
企
業
等
の
社

員
の
福
利
厚
生
に
関
わ
る
事
業
を
行

う
「
職
域
生
協
」
が
２
生
協
、
共
済

等
の
保
証
事
業
を
行
う
「
共
済
生

協
」
が
２
生
協
加
盟
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
協
は
、
消
費
者
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
大
阪
府
内
で
は
平
均

で
、
世
帯
の
３
軒
に
１
軒
は
、
地
域

生
協
の
組
合
員
と
い
う
状
況
で
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
先
の
生

協
の
事
業
種
別
に
よ
り
、
そ
の
影
響

随　　想
私
が
所
属
す
る
大
阪
府
生

活
協
同
組
合
連
合
会
は
、
大

阪
府
内
の
33
の
生
活
協
同
組

合
（
生
協
・
コ
ー
プ
）
が
加

盟
し
て
い
る
生
協
の
連
合
会

で
す
。

生
協
と
聞
い
て
多
く
の
人

が
思
い
つ
く
の
は
、
ト
ラ
ッ

ク
で
食
料
品
な
ど
の
配
達
や
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生

協
は
「
地
域
（
購
買
）
生

協
」
と
言
い
、
弊
会
に
は
10

生
協
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
診
療
所
や
病

院
で
の
医
療
事
業
や
、
施
設

や
訪
問
等
に
よ
る
介
護
事
業

を
行
う
「
医
療
生
協
」
が
７

生
協
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
食
堂
や
、
書
籍
・
文
具

の
売
店
等
を
展
開
す
る
「
大

は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。「
地
域
（
購

買
）
生
協
」
は
、
ご
家
庭
ま
で
食
品

を
届
け
て
く
れ
る
利
便
性
か
ら
、
組

合
員
の
生
協
利
用
が
大
き
く
伸
長
し

ま
し
た
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

一
方
、「
大
学
生
協
」
は
、
休
校

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
普
及
に
よ
り
、

大
学
に
学
生
が
来
な
い
状
況
が
長
く

続
い
た
為
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
や
人
員
配
置
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
何
と
か
局
面
を
乗

り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
授
業
も
対
面
に
戻
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
学
生
が
戻
っ
て
は

来
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
変

化
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
減
少
か

ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
滞
留
時
間
は
短
く

な
り
、
大
学
生
協
の
利
用
改
善
に
は

繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
弊
会
で
は
大

学
生
協
と
共
同
し
、「
生
活
困
窮
す

る
大
学
生
へ
の
食
の
支
援
」
を
行
い

ま
し
た
。
大
学
生
の
主
な
ア
ル
バ
イ

ト
先
で
あ
る
飲
食
店
が
営
業
規
制
等

で
バ
イ
ト
の
激
減
、
ま
た
親
の
仕
送

り
も
減
少
、
そ
し
て
休
校
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
友
達
と
も
会
え
ず
に
孤

立
す
る
大
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
、

生
協
の
食
品
や
Ｊ
Ａ
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
大
阪
産
白
米
を
、
大
学
生
に
提

供
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
11
月
か
ら
２
０
２
１

年
11
月
ま
で
４
回
実
施
し
、
の
べ
１

万
人
の
大
学
生
を
支
援
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
６
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
さ

ん
か
ら
大
阪
産
白
米
を
、
大
阪
府
漁

連
さ
ん
か
ら
、
大
阪
湾
で
獲
れ
た

じ
ゃ
こ
や
シ
ラ
ス
を
、
弊
会
が
購
入

し
大
学
生
協
に
提
供
、
大
学
生
協
食

堂
で
安
価
な
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
す
る

方
法
に
変
更
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
阪
産
の
お
米
や
、
大
阪
湾
で
獲

れ
た
お
魚
、「
お
お
さ
か
も
ん
」
を

知
っ
て
食
べ
る
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ま
た
、
農
協
、
漁
協
、

生
協
な
ど
協
同
組
合
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
、
今
後
も
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

大
阪
産
で
大
学
生
の
食
を
支
援

「
協
同
組
合
」を
知
る
機
会
に
も

大
阪
府
生
活
協
同
組
合
連
合
会

事
務
局
長

小
山

正
人

◇
筆
者
の
紹
介
（
こ
や
ま

ま
さ
と
）

１
９
６
５
年
埼
玉
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
、
奈

良
在
住
。
１
９
８
４
年
大
阪
い
ず
み
市
民
生
活

協
同
組
合
に
就
職
、
２
０
０
８
年
大
阪
府
生
活

協
同
組
合
連
合
会
に
移
籍
。
現
在
に
至
る
。

大
阪
府
は
８
月
18
日
に
ぶ
ど
う
エ

キ
ス
ポ
２
０
２
３
＠
て
ん
し
ば
を
開

催
。
大
阪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う
の
新

た
な
愛
称
を
「
虹
の
雫
」
に
決
定
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
呼
称
は
「
ポ
ン
タ
」。

約
50
年
前
に
大
阪
府
農
林
技
術
セ
ン

タ
ー
（
現（
地
独
）大
阪
府
立
環
境
農

虹
の
雫
は
巨
峰
系
統
の
３
倍
体
ブ

ド
ウ
で
糖
度
が
高
く
芳
醇
な
香
り
が

特
徴
。
黄
緑
色
、
黄
色
、
薄
紅
色
と

収
穫
時
期
に
よ
っ
て
色
が
変
わ
っ
て

い
く
珍
し
い
ブ
ド
ウ
だ
。

当
日
は
試
食
も
実
施
し
た
。
原
田

環
境
農
林
水
産
部
長
は
「
新
た
な
愛

称
『
虹
の
雫
』
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
周
り
の
方
々
に
美
味
し
さ
を
伝

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

（
田
村
）

林
水
産
総
合
研
究
所
）
が
大
阪
独
自

品
種
の
開
発
に
着
手
し
、
紆
余
曲
折

を
経
て
平
成
30
年
に
品
種
登
録
さ
れ

た
。府

は
本
格
的
な
普
及
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
新
た
な
愛
称
を
一
般
公

募
。
７
０
０
通
超
の
応
募
の
中
か
ら

「
虹
の
雫
」
が
選
ば
れ
た
。
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大
阪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う

新
愛
称
「
虹
の
雫
」
に
決
定

府は今後「虹の雫」の本格的な普及に
取り組む　　　　　　　　　　　　

（写真提供・大阪府環境農林水産部農政室）




